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第 12 回日本臨床腫瘍学会学術集会；2014 Jul 17-19；福岡． 
40)  吉田啓紀，細川 歩，植田 亮，安藤孝将，梶浦新也，川部秀人，富澤岳人，堀川直樹，薮下和久，杉山敏郎．大
腸癌肝転移の初回化学療法における形態学的変化の長期予後予測としての有用性．第 12 回日本臨床腫瘍学会学術集
会；2014 Jul 17-19；福岡． 
41)  北野香織，高嶋祐介，在田幸太郎，和田暁法，宮園卓宜，村上 純，中嶋隆彦，常山幸一，井村穣二，杉山敏郎．
内視鏡所見・MYC 増幅から急性転化を疑った消化管濾胞性リンパ腫．第 32 回日本血液学会北陸地方会；2014 Jul 26；
金沢． 
42)  細川 歩．胃癌．臨床腫瘍学会 第 24 回教育セミナーＢセッション；2014 Aug 3；横浜． 
43)  安藤孝将，細川 歩，明石桃子，吉田啓紀，植田 亮，南條宗八，三原 弘，藤浪 斗，梶浦新也，西川 潤，小
川浩平，北条荘三，吉田 徹，塚田一博，杉山敏郎．切除不能大腸がんに対する原発巣術後の転移巣増大と関連す
る背景因子の探索．第 52 回癌治療学会学術集；2014 Aug 28-30；横浜． 
44)  小林才人，田尻和人，元尾伊織，南條宗八，河合健吾，峯村正実，高原照美，安村 敏，杉山敏郎．高トリグリセ
リド血症による急性膵炎の一例．第 224 回日本内科学会北陸地方会；2014 Sep 7；富山． 
45)  田尻和人，河合健吾，峯村正実，杉山敏郎．造影超音波検査で確定診断し RFA 治療を行った肝細胞癌の 1 例．第 35
回日本超音波医学会中部地方会；2014 Sep 7；名古屋． 
46)  時光善温，宮園卓宜，植田 亮，品川和子，小川加奈子，圓谷朗雄，岡田和彦．下大静脈にみられた血管内腫瘍の
1 例．第 35 回日本超音波医学会中部地方会；2014 Sep 7；名古屋． 
47)  勝呂 幸，高原大志，在田幸太郎，吉田稚明，垣内辰雄，春日井由美子，都築 忍，瀬戸加大．びまん性大細胞型
B 細胞性リンパ腫における 初発時および再発時の共通前駆細胞の存在．第 73 回日本癌学会学術総会；2014 Sep 
25-27；横浜． 
48)  高原大志，吉田稚明，在田幸太郎，垣内辰雄，片山 幸，春日井由美子，都築 忍，瀬戸加大．マントル細胞リン
パ腫における 染色体 1 番短腕に存在する腫瘍抑制遺伝子 CDC14A の存在．第 73 回日本癌学会学術総会；2014 Sep 
25-27；横浜． 
49)  垣内辰雄，高原大志，吉田稚明，在田幸太郎，春日井由美子，片山 幸，中西速夫，長田啓隆，関戸好孝，都築 忍，
瀬戸加大．Hippo 経路の不活化による中皮細胞の形質転換への寄与．第 73 回日本癌学会学術総会；2014 Sep 25-27；
横浜． 
50)  都築 忍，在田幸太郎，大島孝一，杉山敏郎，瀬戸加大．Myc，細胞周期関連遺伝子，Akt パスウェイの協調による
マウスリンパ腫モデル．第 73 回日本癌学会学術総会；2014 Sep 25-27；横浜． 
51)  田尻和人，河合健吾，峯村正実，長田拓哉，杉山敏郎．GIST 肝転移術後再発に対して RFA 治療を行った 1 例．第
34 回東京肝癌局所治療研究会；2014 Sep 27；東京． 
52)  安藤孝将，南條宗八，細川 歩，吉田啓紀，植田 亮，三原 弘，藤浪 斗，梶浦新也，西川 潤，杉山敏郎．胃
神経内分泌癌におけるゲノム網羅的メチル化解析及び遺伝子変異解析．Japan Digestive Disease Week (JDDW) 2014 
第 22 回日本消化器病関連学会週間；2014 Oct 23-26；神戸． 
53)  塚田健一郎，安藤孝将，細川 歩，吉田啓紀，植田 亮，三原 弘，梶浦新也，藤波 斗，西川 潤，小川浩平，
杉山敏郎．消化器における神経内分泌癌の治療法及び治療成績の現状．Japan Digestive Disease Week (JDDW) 2014 第
22 回日本消化器病関連学会週間；2014 Oct 23-26；神戸． 
54)  元尾伊織，細川 歩，安藤孝将，吉田啓紀，南條宗八，植田 亮，三原 弘，梶浦新也，藤浪 斗，西川 潤，小
川浩平，杉山敏郎．切除不能進行・再発胃癌に対する化学療法中に発症した消化管合併症の検討．Japan Digestive 
Disease Week (JDDW) 2014 第 22 回日本消化器病関連学会週間；2014 Oct 23-26；神戸． 
55)  明石桃子，安藤孝将，細川 歩，吉田啓紀，植田 亮，南條宗八，三原 弘，藤浪 斗，梶浦新也，西川 潤，小
川浩平，杉山敏郎．切除不能大腸がんに対する原発巣術後の転移巣増大と関連する背景因子の探索．Japan Digestive 
Disease Week (JDDW) 2014 第 22 回日本消化器病関連学会週間；2014 Oct 23-26；神戸． 
56)  三原 弘，藤浪 斗，杉山敏郎．PPI 長期投与時に血清 Mg 測定は必要か．パネルディスカッション 3 ，GERD－今
何が問題とされているか（その争点）．Japan Digestive Disease Week (JDDW) 第 22 回日本消化器病関連学会週間；2014 
Oct 23-26；神戸． 
57)  田尻和人，河合健吾，峯村正実，高原照美，安村 敏，杉山敏郎．初発肝細胞癌に対するラジオ波焼灼療法後長期
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生存に影響を及ぼす因子の検討．Japan Digestive Disease Week (JDDW) 第 22 回日本消化器病関連学会週間；2014 Oct 
23-26；神戸． 
58)  在田幸太郎，都築 忍，大島孝一，杉山敏郎，瀬戸加大．Synergy of Myc, cell cycle regulators and the Akt pathway in a 
mouse model of B-cell lymphoma．第 76 回日本血液学会総会；2014 Oct 30 - Nov 2；大阪． 
59)  在田幸太郎，高嶋祐介，和田暁法，宮園卓宜，村上 純，杉山敏郎．Lymphoid malignancies in rheumatoid arthritis patients: 
Case series in a single institute．第 76 回日本血液学会総会；2014 Oct 30 - Nov 2；大阪． 
60)  三原 弘，倉石 俊，藤浪 斗．CE 読影支援を開始して／CE 支援拡充による医師負担軽減．第 13 回北陸小腸内視
鏡研究会；2014 Oct 31；金沢． 
61)  三原 弘，鈴木庸弘、Muhammad JS，山脇秀元，安藤孝将，藤浪 斗，細川 歩，杉山敏郎．TRPV4 活性化による
胃上皮細胞からの ATP 放出機構の破綻が H. pylori 関連ディスペプシアの一因になり得る．シンポジウム 1「機能
性ディスペプシアの病態～特に H. pylori 関連ディスペプシアの観点から」第 16 回日本神経消化器病学会，第 8
回機能性ディスペプシア研究会，第 82 回消化器心身医学研究会，第 4 回 IBS 研究会 合同学術集会 2014；2014 Nov 
6-7；東京． 
62)  三原 弘，Muhammad JS，鈴木庸弘，杉山敏郎，田渕圭章．化合物 低浸透圧 酸 伸展 温度の各種刺激により
胃上皮細胞から放出された ATP が胃内の情報を神経に伝達しうる．第 7 回 Japan-Functional Dyspepsia research society
（J-FD 研究会）；2014 Nov 8；東京． 
63)  吉田 雅，田尻和人，小林才人，河合健吾，峯村正実，高原照美，杉山敏郎．混合型肝癌に対するネクサバールの
使用経験．第 119 回日本消化器病北陸支部例会；2014 Nov 16；金沢． 
64)  李 少偉，高原照美，杉山敏郎，塚田一博，田中 徹，李 小康．5-アミノレブリン酸は一酸化炭素を誘導して NASH 
モデルの虚血再潅流障害を軽減する．第 28 回肝類洞壁細胞研究会；2014 Dec13-14；岡山． 
 
◆ その他 
1)  杉山敏郎．ピロリ菌と胃悪性腫瘍．特別講演 神戸 H.pylori 学術講演会；2014 Jan 16；神戸． 
2)  杉山敏郎．ピロリ菌と胃癌 適応拡大の意義と課題．特別講演 紫波郡医師会；2014 Feb 19；盛岡． 
3)  杉山敏郎．ピロリ菌と胃癌 適応拡大の意義と課題．特別講演 岩見沢市医師会；2014 Mar 6；岩見沢． 
4)  杉山敏郎．慢性胃炎の除菌と発癌．教育講演 第 16 回消化器病学会北海道地方会教育講演会；2014 Mar 29；札幌． 
5)  杉山敏郎．ピロリ菌と胃癌 適応拡大の意義と課題．教育講演 釧路市医師会；2014 Jun 19；釧路． 
6)  杉山敏郎．ピロリ菌と胃癌 適応拡大の意義と課題．教育講演 千葉 Hp 研究会；2014 Jun 21；千葉． 
7)  杉山敏郎．上手な除菌のエビデンス，稚内市医師会講演；2014 Aug 6；稚内． 
8)  杉山敏郎．ピロリ菌による胃がんの予防．町民公開講座特別講演；2014 Aug 7；長沼． 
9)  杉山敏郎．ピロリ菌と胃癌 国民総除菌時代の意義と課題．横浜消化管フォーラム特別講演；2014 Sep 4；横浜． 
10)  杉山敏郎．GIST 診療の最新知見．消化器病学会セミナー；2014 Oct 25；神戸． 
11)  杉山敏郎．変貌する潰瘍性大腸炎治療と病態．富山 IBD カンファレンス；2014 Oct 30；富山． 
12)  杉山敏郎．ピロリ菌除菌により胃がん死は激減できる．日本胃癌学会市民公開講座；2014 Nov 1；金沢． 
13)  杉山敏郎．抗血小板薬による消化管出血と対策．講演会 抗血小板薬の適正使用を考える；2014 Nov 11；富山． 
14)  杉山敏郎．GIST 診療の最新知見．スチバーガセミナー；2014 Nov 13；富山． 
15)  杉山敏郎．上手な除菌のエビデンス．山梨県医師会講演；2014 Dec 10；甲府． 
16)  高原照美．新しい C 型肝炎の治療．第 27 回｢肝寿会｣肝臓教室；2014 Apr 12；富山． 
17)  高原照美．Ｂ型肝炎の最近の話題．グラクソ・スミスクライン社内研修会；2014 Jun 6；富山． 
18)  高原照美．富山大学附属病院における C 型肝炎３剤併用療法の現状．ヤンセンファーマ社内勉強会；2014 Jun 26；
富山． 
19)  高原照美．肝臓病学の進歩－ウイルス肝炎から代謝疾患への変遷－ノバルティスファーマ度学術講演会；2014 Nov 
20；富山． 
20)  峯村正実．肝疾患の血液検査データの見方．富山県肝炎治療コーディネーター養成研修会；2014 Jun 26；富山． 
21)  峯村正実．肝臓がんの治療．肝がん撲滅フォーラム 2014（市民公開講座）；2014 Jul 5；高岡． 
22)  峯村正実：新しい肝炎治療－C 型肝炎はインターフェロンを使わずに治る時代へ－．第 28 回肝寿会「肝臓教室」；
2014 Nov 29；富山． 
23)  細川 歩．がん薬物療法専門医のための模擬テスト 45．腫瘍内科．2014；3：310． 




25)  細川 歩．がん薬物療法専門医のための模擬テスト 45 解答と解説．腫瘍内科．2014；13：403-5． 
26)  細川 歩，杉山敏郎．大腸癌肝転移の効果判定．最近の分子標的治療薬の画像評価を踏まえて．Approach to Oncology．
2014；11：10-1． 
27)  細川 歩．最近の大腸癌化学療法．金沢南消化器がん勉強会；2014 Apr 15；金沢． 
28)  細川 歩．大腸癌治療における Regorafenib の位置づけ．Stivarga Conference；2014 Sep 5；富山． 
29)  細川 歩．ドセタキセルの治療歴を有する進行・再発食道癌に対するパクリタキセル毎週投与法の第Ⅱ相臨床試験． 
Gastrointestinal cancer conference；2014 Sep 20；東京． 
30)  細川 歩．症例から学ぶ大腸癌化学療法．滋賀消化器がん Forum 2014；2014 Nov 6；滋賀． 
31)  細川 歩．内科的治療からみた morphologic response．アバスチン座談会；2014 Nov 22；東京． 
32)  細川 歩．症例から学ぶ大腸癌化学療法．呉西地区大腸癌講演会；2014 Dec 11；高岡． 
33)  村上 純，松尾光浩，在田幸太郎，和田暁法，宮園卓宜，杉山敏郎．ヘアリー細胞白血病変異型および日本型の鑑
別が問題となった症例．リンパ腫炉辺会議(第 17 回新潟悪性リンパ腫研究会)；2014 Feb 1；新潟． 
34)  村上 純．好中球核過分葉の 1 例．富山県血液疾患症例検討会 2014 Winter；2014 Feb 20；富山． 
35)  村上 純．非アルコール性脂肪肝による肝硬変と甲状腺機能亢進症に合併した BJPκ型骨髄腫の 1 例．富山県血液
疾患症例検討会 2014 Winter；2014 Feb 20；富山． 
36)  村上 純．BLD 療法が奏功した多発性骨髄腫の症例．富山県血液疾患症例検討会 2014 Summer；2014 Aug 18；富山． 
37)  村上 純．血液腫瘍の支持療法(G-CSF)．持田製薬講演会；2014 Oct 22；富山． 
38)  村上 純．当院における慢性骨髄性白血病．ブリストルマイヤーズ講演会；2014 Oct 24；富山． 
39)  宮園卓宜．レブラミド＋デキサメタゾン療法を施行した再燃を繰り返す多発性骨髄腫の一例．レブラミド研究会；
2014 Feb 14；富山． 
40)  宮園卓宜．成人 T 細胞性白血病／リンパ腫に対するポテリジオの使用経験．富山県血液疾患症例検討会；2014 
Winter；2014 Feb 20；富山． 
41)  宮園卓宜．濾胞性リンパ腫再発時に多発性骨髄腫を発症した一例．セルジーン講演会；2014 May 31；富山． 
42)  安藤孝将．消化器研究最前線 Summing Up．The GI FOREFRONT；2014；10(2)：72-3． 
43)  三原 弘．第 6 回富山大学附属病院内科救急・ICLS 講習会（JMECC）； 2014 Jul 13；富山．（ディレクター） 
44)  三原 弘．消化管研究最前線 SUMMING UP 第 19 回 抄訳・解説．The GI FOREFRONT；2014 10：66． 
45)  三原 弘．難病を持ちながら働く工夫・生活する工夫．高岡社会福祉協議会講演会；2014 Oct 7；高岡． 
46)  三原 弘．総合内科専門医会北陸支部 第 4 回腹部救急講習会（Abdemet）；2014 Nov 23；金沢．（ディレクター） 
47)  在田幸太郎．マウスモデルからみる B 細胞リンパ腫の分子病態．第 7 回 The Next Hematologists Forum；2014 Jun 14；
金沢． 
48)  在田幸太郎．スライドカンファレンス(1) 16 年に及ぶ成熟 B 細胞腫瘍の経過中に新規出現した CD10 陽性成熟 B 細
胞腫瘍．富山リンパ腫の会；2014 Sep 19；富山． 
49)  在田幸太郎．マウスモデルから見る B 細胞リンパ腫の分子病態．第 5 回富山大学第三内科臨床・研究連携カンファ
ランス；2014 Nov 15；富山． 
50)  松尾光浩，高嶋祐介，在田幸太郎，和田暁法，宮園卓宜，村上 純，中島隆彦，野本一博，井村穣二，杉山敏郎．
小腸腫瘍と腹膜播種で発症した末梢性 T 細胞リンパ腫の 1 剖検例． 第 48 回北陸リンパ増殖性疾患検討会；2014 Jan 
11；金沢． 
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